
「木曽路はすべて山の中である。」
　文豪島崎藤村の夜明け前に書かれているように、木曽は御嶽山と中央
アルプスに挟まれた山里であり、古くは、中山道の宿場町として、栄え
てきました。また尾張藩の御用林として、「ひのき１本・首１本」と言
われたほど、良質の材木の産する林業の地としても栄えてきました。
　旭将軍木曽義仲が旗揚げした地としても、歴史に名を残しています。
信仰の山御嶽山の麓には、古くから独特の食文化が育まれ、スローフー
ドとして、今に引き継がれているヘリテイジ（郷土食）の豊かな地でも
あります。
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